
大阪大谷大学　人間社会学部<スポーツ健康学科>専門教育科目カリキュラムマップ＆科目ナンバリング（2024年度入学生適用）

1.人間の尊厳

や倫理的問題

について理解

することがで

きる。

2.スポーツ・

健康の指導者

として、地域

や社会を担う

社会人にふさ

わしい幅広い

知識や常識を

有することが

できる。

3.スポーツ・

健康の指導者

としての義務

及び法令を尊

守して行動す

るできる。

4.人の健康と

安全な生活に

貢献する使命

感、責任感及

び倫理観を

持って行動す

るできる。

1.スポーツ・

健康の専門家

としての科学

的知識を有す

ることができ

る。

2.地域社会及

び対象者にお

ける健康・安

全や運動に関

わる課題を抽

出し、その解

決策を提案・

評価すること

ができる。

1.問題発見・

解決能力を有

することがで

きる。

2.他の人々と

連携して、

人々の健康の

維持、回復、

向上に貢献で

きる基本的能

力を有するこ

とができる。

1.他者の立場

を理解し、相

互の信頼関係

を構築するこ

とができる。

2.相手の話を

傾聴、共感

し、支持的態

度を示すこと

ができる。

3.他の人々と

の信頼関係を

築き、意思疎

通の基本を実

践するでき

る。

4.聞き手およ

び自分が必要

とする情報を

把握・収集

し、状況を的

確に判断する

ことができ

る。

5.卒業後の自

己の目標を設

定して、達成

に向けた計画

を作成でき

る。

6.スポーツ・

健康の指導者

として、卒業

後も自ら実践

者としての意

欲を持ち続

け、継続した

学習が必要で

あることを認

識し、自己研

鑽する姿勢を

有することが

できる。

7.組織やチー

ム・グループ

内の立場、役

割を適切に理

解し、積極的

に他者と協働

し補完し合う

態度で課題に

取り組むこと

ができる。

1.スポーツ・

健康の指導者

に関連する法

律遵守の姿

勢、規範意識

や道徳心を有

し指導に取り

組むことがで

きる。

2.スポーツ・

健康に関する

専門的知識を

活用し、対象

者に応じた目

標設定と指導

計画を立てる

ことができ

る。

3.スポーツ・

健康に関する

模擬的な指導

実践で得た課

題を発見し、

その解決に向

けた提案や修

正案を立案す

る知識と技能

を有すること

ができる。

4.対象者や対

象集団の特性

や実際を理解

し、適切な指

導実践と発展

的なスポー

ツ・健康に関

する推進活動

に貢献できる

知識と技能を

有することが

できる。

5.地域の実態

や時代・社会

的背景に応じ

たスポーツ・

健康に関する

ニーズを理解

し、他者の立

場に立って行

動できる態度

を有すること

ができる。

SH-R-1a1001 基礎ゼミⅠ（学習技術） 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1a1002 人間と社会A 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1a1003 人間と社会B 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-R-1a2004 基礎ゼミⅡ（研究入門） 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1a3005 ゼミナールⅠ 4 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-R-1a4006 ゼミナールⅡ 4 4 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1a4007 卒業研究 4 4 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-R-1b1001 スポーツ健康学 2 1 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-R-1b1002-RZ 基礎栄養学 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1b1003 スポーツアナリスト論 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-R-1b1004-A34PQZ スポーツ生理学A 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1b1005-A34PQ スポーツ心理学 2 1 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-R-1b1006-A34 体育原理 2 1 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-R-1b2007-A34 スポーツ運動学 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

SH-R-1b2008-A34O スポーツ社会学 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1b2009-A34PQ 健康管理学 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-R-1b2010-A34PQZ スポーツバイオメカニクス 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-1a1001 TOEIC入門A 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-1a1002 TOEIC入門B 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-1a1003 介護概論 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-1a1006-EN 社会福祉概論 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-1a1007-E 心理学概論 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-1a1008 臨床心理学概論 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-1a2009 TOEIC A 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-1a2010 TOEIC B 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-1a2011 法と社会A 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-1a2012 法と社会B 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-1b1001
課題発見・解決演習（子どもイベント
編）

2 1 ○ ◎ ○ × ○

SH-E-1b1002
課題発見・解決演習（地域コミュニ
ティ編）

2 1 ○ ◎ ○ × ○

SH-E-1b1003 資格・検定認定(複数型) 2 1 ◎ ○ ○ × ×

SH-E-1b1004 資格・検定認定(上級型) 2 1 ◎ ○ ○ × ×

SH-E-1b1005 生涯学習概論A 2 1 ○ ○ ◎ × ○

SH-E-1b1006 生涯学習概論B 2 1 ○ ◎ ○ × ○

SH-E-1b2007 グローバル社会体験実習 3 2 ○ ○ ◎ × ○

SH-E-1b2008 国際協力論A 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-1b2009 国際協力論B 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-1b2010
社会研究実習（事前事後の指導を含
む）

2 2 ○ ○ ◎ × ○

SH-E-1b2011 企業研究Ⅰ 1 2 ○ ◎ ○ × ○

SH-E-1b3012 地域社会体験実習（市役所） 2 3 ○ ○ ◎ × ○

SH-E-1b3013 企業研究Ⅱ 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-2a2001-A34 体つくり運動演習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2a2002 メンタルトレーニング演習 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-2a2003 特別支援体育論 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2a3004-O スポーツコーチング学Ⅲ 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2a3005-O スポーツコーチング学Ⅳ 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-2b2001 アスリートキャリアデザイン 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2b2002 スポーツアナリティクス演習 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-2b2003 スポーツプログラミング論 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-2b3004-D 生涯学習特講 2 3 ○ ○ ◎ × ○

SH-E-2b3005-Y スポーツマーケティング論 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2c2001-PQZ スポーツ栄養学 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2c2002-PQ スポーツトレーニング演習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2c2003-A34PQ スポーツ障害と予防 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-2c2004-PQZ 体力診断演習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-2c3005 生活習慣病と食生活 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a1001 STEAMスポーツ入門 2 1 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-3a1002-R 基礎食品学 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a1003-Y クラブビジネス・マネジメント演習 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a1004-A34PZ スポーツ生理学B 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a1005 スポーツ戦略・戦術論 2 1 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a1006-A34QZ 生理解剖学A 2 1 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a1007-A34 生理解剖学B 2 1 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a1008 発達心理学 2 1 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a2009-PQ エアロビックダンス演習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2010-R 栄養と機能食品実習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2011-R 栄養と機能食品論 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-3a2012 学習・言語心理学 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a2013 環境と社会（総合講座）A 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2014 環境と社会（総合講座）B 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a2015-R 健康栄養調理実習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2016-R 健康と調理 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2017 子どものスポーツ 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2018 質的な調査と分析の方法 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-3a2019 社会・集団・家族心理学A 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2020-R スポーツ栄養調理実習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2021 スポーツビジョン演習 2 2 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-3a2022-A34O スポーツ経営管理学 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2023 スポーツ指導方法論 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2024 スポーツファイナンス 2 2 ◎ ○ ○ 〇 〇

SH-E-3a2025 多変量解析の方法 2 2 ◎ ○ ○ 〇 〇

SH-E-3a2026-D 地域福祉論Ⅰ 2 2 ○ ○ ◎ × ○

SH-E-3a2027 中高年のスポーツ 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2028 トップスポーツビジネス 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2029-Z トレーニング論 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2030 保育の心理学 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a2031-MN 医療福祉システム論Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2032-A34PQ 運動処方 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2033-A34PQZ 救急処置法演習 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2034-E 社会・集団・家族心理学B 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a2035-E 社会調査法A 2 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a2036-E 社会調査法B 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a2037-X 障がい者スポーツ指導論 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a2038-A34PQ 発育・発達と老化 2 2 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3039 健康食育論 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3040 産業心理学 1 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3041 ジェンダー論（総合講座）A 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3042 ジェンダー論（総合講座）B 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3043 社会調査実習Ⅰ 2 3 ◎ 〇 〇 〇

SH-E-3a3044 社会調査実習Ⅱ 2 3 ◎ 〇 〇 〇

SH-E-3a3045 食環境衛生学 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3046-O スポーツコーチング学Ⅰ 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3047-O スポーツコーチング学Ⅱ 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3048 スポーツ指導方法演習 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3049-Y スポーツ政策論 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3050 スポーツデータサイエンス演習 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3051 スポーツ社会学特論 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3052-R フードコーディネート論 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3053-R フードスペシャリスト論 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3054 保健体育実践演習 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3055-R ライフステージ栄養学 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3056-M 医療福祉システム論Ⅱ 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3057-Z
運動プログラムとリハビリテーション
演習

2 3 ◎ ○ ○ ○ ○

SH-E-3a3058-P 運動負荷試験演習 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3059-A34 衛生・公衆衛生学 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3060-A34 学校保健A 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3061-A34 学校保健B 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3062-Q 健康運動演習 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3063 健康運動指導士・実践指導者特論 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3064 食品・栄養学実験 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3065-R 食品の官能評価・鑑別論 4 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3066-R 食品流通論 2 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a3067-P 生活習慣病（成人病） 2 3 ○ ○ ◎ ○ ○

SH-E-3a3068-P 健康産業施設等現場実習 2 3 ○ ○ ◎ × ○

SH-E-3a4069
ストレングス＆コンディショニングス
ペシャリスト特論

2 4 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-3a4070 健康経営企業研究 2 4 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-41001-A34 スポーツ方法（ソフトボール） 1 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-41002-A34 スポーツ方法（テニス） 1 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-41003-A34PQ スポーツ方法（水泳） 1 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-41004-A34 スポーツ方法（サッカー） 1 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-41005 スポーツ方法（マリンスポーツ） 1 1 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-41006-Z スポーツ方法（トレーニング） 1 1 ◎ ○ ○ ○

SH-E-42007-A34PQ スポーツ方法（陸上競技） 1 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-42008-A34 スポーツ方法（器械運動） 1 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-42009-A34 スポーツ方法（バレーボール） 1 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-42010-A34 スポーツ方法（バスケットボール） 1 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-42011-A34 スポーツ方法（キャンプ） 1 2 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-43012-A34 スポーツ方法（スキー） 1 3 ○ ◎ ○ ○ ○
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【2.専門的な知識・技能】

スポーツ・健康に関する専

門的な知識・技能を修得し

ている。

【3.問題解決能力】

①スポーツ・健康に関する

諸課題を見つけ、科学的に

分析して、解決策を提案す

ることができる。

②自分の専門的知見を他者

に分かりやすく説明し、ス

ポーツ・健康に関する諸課

題の解決に向けて協働する

ことができる。

【4.自律的・主体的・共感的態度】

生涯にわたって、スポーツ・健康を主体的に考え抜き、能動的に学び続ける意欲を持ち、多様な人々

に共感的態度で接することができる。

【5.実践力】

スポーツ・健康に関する専門的な知識・技能を活かし、地域や国際社会

のスポーツ振興と健康増進にすすんで寄与し、他者のために行動する力

を身につけている。

DP2 DP3 DP4 DP5

CAP

DP1

【１.報恩感謝の心と幅広い教養】

①互いの「いのち」を尊び、感謝の心で接し合うことが

できる。

②文化や社会、自然に関する幅広い教養を身につけ、自

己の存在と関連づけて理解できる。

科目区分 科目ナンバリング 授業科目 単位 学年



1.人間の尊厳

や倫理的問題

について理解

することがで

きる。

2.スポーツ・

健康の指導者

として、地域

や社会を担う

社会人にふさ

わしい幅広い

知識や常識を

有することが

できる。

3.スポーツ・

健康の指導者

としての義務

及び法令を尊

守して行動す

るできる。

4.人の健康と

安全な生活に

貢献する使命

感、責任感及

び倫理観を

持って行動す

るできる。

1.スポーツ・

健康の専門家

としての科学

的知識を有す

ることができ

る。

2.地域社会及

び対象者にお

ける健康・安

全や運動に関

わる課題を抽

出し、その解

決策を提案・

評価すること

ができる。

1.問題発見・

解決能力を有

することがで

きる。

2.他の人々と

連携して、

人々の健康の

維持、回復、

向上に貢献で

きる基本的能

力を有するこ

とができる。

1.他者の立場

を理解し、相

互の信頼関係

を構築するこ

とができる。

2.相手の話を

傾聴、共感

し、支持的態

度を示すこと

ができる。

3.他の人々と

の信頼関係を

築き、意思疎

通の基本を実

践するでき

る。

4.聞き手およ

び自分が必要

とする情報を

把握・収集

し、状況を的

確に判断する

ことができ

る。

5.卒業後の自

己の目標を設

定して、達成

に向けた計画

を作成でき

る。

6.スポーツ・

健康の指導者

として、卒業

後も自ら実践

者としての意

欲を持ち続

け、継続した

学習が必要で

あることを認

識し、自己研

鑽する姿勢を

有することが

できる。

7.組織やチー

ム・グループ

内の立場、役

割を適切に理

解し、積極的

に他者と協働

し補完し合う

態度で課題に

取り組むこと

ができる。

1.スポーツ・

健康の指導者

に関連する法

律遵守の姿

勢、規範意識

や道徳心を有

し指導に取り

組むことがで

きる。

2.スポーツ・

健康に関する

専門的知識を

活用し、対象

者に応じた目

標設定と指導

計画を立てる

ことができ

る。

3.スポーツ・

健康に関する

模擬的な指導

実践で得た課

題を発見し、

その解決に向

けた提案や修

正案を立案す

る知識と技能

を有すること

ができる。

4.対象者や対

象集団の特性

や実際を理解

し、適切な指

導実践と発展

的なスポー

ツ・健康に関

する推進活動

に貢献できる

知識と技能を

有することが

できる。

5.地域の実態

や時代・社会

的背景に応じ

たスポーツ・

健康に関する

ニーズを理解

し、他者の立

場に立って行

動できる態度

を有すること

ができる。

GPA

【2.専門的な知識・技能】

スポーツ・健康に関する専

門的な知識・技能を修得し

ている。

【3.問題解決能力】

①スポーツ・健康に関する

諸課題を見つけ、科学的に

分析して、解決策を提案す

ることができる。

②自分の専門的知見を他者

に分かりやすく説明し、ス

ポーツ・健康に関する諸課

題の解決に向けて協働する

ことができる。

【4.自律的・主体的・共感的態度】

生涯にわたって、スポーツ・健康を主体的に考え抜き、能動的に学び続ける意欲を持ち、多様な人々

に共感的態度で接することができる。

【5.実践力】

スポーツ・健康に関する専門的な知識・技能を活かし、地域や国際社会

のスポーツ振興と健康増進にすすんで寄与し、他者のために行動する力

を身につけている。

DP2 DP3 DP4 DP5

CAP

DP1

【１.報恩感謝の心と幅広い教養】

①互いの「いのち」を尊び、感謝の心で接し合うことが

できる。

②文化や社会、自然に関する幅広い教養を身につけ、自

己の存在と関連づけて理解できる。

科目区分 科目ナンバリング 授業科目 単位 学年

SH-E-43013-A34 スポーツ方法（ダンス） 1 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-43014-A34 スポーツ方法（柔道） 1 3 ○ ◎ ○ ○ ○

SH-E-43015-A34 スポーツ方法（剣道） 1 3 ○ ◎ ○ ○ ○


